


　「九州かわとも」第３号の発刊、誠におめでとうございます。
悠久の流れ、母なる川内川の中流域についてご紹介いたします。
さつま町は、鹿児島県の北西部、薩摩半島のへそに位置し、町の
北部には霊峰と崇める紫尾山（標高1,067ｍ）がそびえ、ここか
ら分岐する山々に囲まれた盆地で、東西27.3km、南北22km、総面
積は、303.90㎢あり、国道が3本中央部を交差し利便性の高い町
です。
　
　また，町のほぼ中心部を南九州一の大河である川内川が貫流
し、豊かな大地に寒暖差もあって、おいしい農作物が四季折々に
生産される食の宝庫です。特に川内川の川霧に育まれたお茶を
始め、ブドウ、梨、ミカン、マンゴーなどの果樹、豊富な竹林面積
を生かした日本一の超早堀筍の産地、九州一の栽培面積を誇る
南高梅（薩摩西郷梅）の産地、これらの特産品や竹製品、鶴田和
紙、薩摩切子の伝統工芸品、そして当地方を統治していた島津家
の城跡と国の指定文化財である巨大な累代の墓石群などの史跡
の数々、さらには名湯１００選に選ばれた泉質の優れた温泉が
散在し、魅力あふれる町です。中でも住民は恵まれた自然環境も
あって気質も穏やかでやさしい心持ちの親切心旺盛な人が多
く、転勤族の皆さんからは「たいへん住みやすいまち」としての
評価をいただいています。

　こんな風光明媚なさつま町ですが、今から１４年前の平成１
８年７月の鹿児島県北部豪雨では川内川が氾濫し、特に被害が
大きかった町の中心部宮之城地区では９３９戸にも及ぶ家屋が
流出、浸水するなど甚大な被害を受け、自衛隊や消防団に救助さ
れました。その後、国の激特事業による河川堤防、分水路開設、輪
中堤などのハード整備や鶴田ダム再開発事業が行われ、洪水に
対する治水安全度は向上しましたが、近年の異常気象に鑑み、い
つ起こるか分からない水害に備え、さつま町としても災害に強
いまちづくりに取り組んで参りました。

　観光という面でも、さつま町は川内川と関わりが深く、特に毎
年5月中旬から「奥薩摩のホタル舟」など2箇所で運航されます。
川内川は、日本でも有数の蛍の里で川の両岸を無数の源氏ホタ
ルが乱舞し、ホタル舟では、川の上流から約 2 キロの流れを舟で

川の応援団

ゆったりと下りながらホタルを眺めたり、遊覧できます。例年
県内外から多くの観光客が訪れる人気のイベントで、その幻
想的な風景は、さつま町の初夏の風物詩となっています。国土
交通省のかわまちづくり事業で、ホタル舟「乗舟場」も整備し
ていただき、利用者の安全性も高まり、感謝しているところで
す。

　また、川における活動も盛んで、整備された河川空間を利用
し元旦には歴史伝統のある「初泳ぎ」、夏場には、河川協力団
体である「ひっ翔べ！奥さつま探検隊」が主催する「いかだ
下り」や漁協主催の「鮎祭り」、地域開催の「魚のつかみ捕り
大会」、「トライ（虎居）アスロン」、小学校開催の「校内持久走
大会」など様々なイベントが開催され多くの町民に愛されて
います。

　さて、私の小さい頃は、川内川の支流で、夏場は幼児から小
中学生一同で、川泳ぎや魚捕り、盆ガママなど一日の殆んどを
過ごし、異年齢のつながりが深まる思い出深い川と共に成長
する場所となっていました。泳ぎも小学生に進学するまで皆
んな泳げる状態になっていました。

　最後に河川協力団体をはじめ九州各地で河川活動に取り組
まれている皆さんのご活躍と川を愛する心が広く浸透するこ
とを祈念しまして結びとさせていただきます。
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